









　本研究の目的は，中学校の英語教科書における if 節及び when 節との前後関係に
















３年生が使用していた教科書が必ず取り扱う従属接続詞は if, when であること，中







て触れ，次に if 節，when 節に焦点を当てた個別の先行研究，最後に学習者に焦点
を当てた研究について概観する。






　　a. When the morning came, Jill left home without saying goodbye.
　　b. Jill left home without saying goodbye when the morning came.
　（2）条件を示す従属節
　　a. If it is sunny tomorrow, I will go swimming in Enoshima. 
　　b. I will go swimming in Enoshima if it is sunny tomorrow. 
　（3）理由を示す従属節
　　a. Because he didn’t study French at all, Jack failed the French exam.
　　b. Jack failed the French exam because he didn’t study French at all.
　（4）譲歩を示す従属節
　　a. Although I rushed to the railway station, I couldn’t catch the 6:30 train.
　　b. I couldn’t catch the 6:30 train although I rushed to the railway station. 
　ただし，以下の（5）に示されるように従属節が主節の間に挿入されるという形




　（5） A man who, if necessary, can make certain Evan Kendrink is given the 
truth. (Biber, et al. 1999, p.830)
　Biber, et al.（1999）は，会話や新聞等で使われている３万７千のテキストのイ



















あった。「時」を示す従属接続詞については，before, after, once, until を取り上げ，
before や until については後置を，after や once については前置せれることを示し
ているが，when については言及がない。






き言葉から編纂された100万語からなるthe British Component of the International 




























　（6）when 節　＋ 主節 　　　意味
　　a. 出来事 出来事 →　immediately after
　　b. 出来事 状態 →　同時（before）
　　c. 状態 出来事／状態 →　同時（after）
になると述べている（衣笠 2005, p.845に基づき作成）。
　when 節が後置される場合，
　（7）主節　　　＋ when 節 　　　意味
　　a. 出来事 出来事 →　immediately after
　　b. 状態 出来事 →　before（同時）







































いて，and は文頭よりも文中で，but, because については文頭で用いられる傾向を
示した。ただし if, when については，その位置に関しての言及がない。
　Kai（2000）は，従属接続詞 before/after を用いて異なる２つの出来事（E1, E2）
を表現する際，英語では1）E1 before E2，2）E2 after E1，3）Before E2, E1，4）






















　先行研究から一般的な傾向として if 節は前置される傾向にあり，時を示す when
節については後置される傾向があるものの，出来事の発生順序にならい，出来事が
先に起きたことを示す場合には when 節が前置され，同時性や when 節の出来事が
後に起きたことを示す場合には，後置される傾向がある。果たして中学校の英語教
科書や中学生は英文を産出する際に同じような傾向を示すだろうか。山本（2011）




査を行っているが，if 節や when 節の位置関係について調査を行っていない。Kai
（2000）は，従属接続詞 before/after の習得に関して，高校生が従属節前置ストラ
テジーを使用していることを示しているが，Left-branching language である日本




日本人中高生の英作文に基づく JEFLL Corpus を通じて，if 節，when 節の日本人
英語学習者の使い方を明らかにすることを目的とする。
　このため，Research Questions として，次の２点を設定する。
　①　 中学校英語教科書において，if 節，when 節の生起位置はそれぞれ一般的な
使い方を示すか。
　②　 JEFLL Corpus において， if 節， when 節の生起位置は一般的な傾向に従っ
ているか， それとも中学校英語教科書の影響を受けたものか， Kai （2000） が
指摘するように「従属節前置ストラテジー」を用いて前置する傾向を示すか。
４．研究方法
　本研究では中学校英語教科書における if 節及び when 節の全使用例を抽出し，文
中でのそれぞれの生起している頻度と割合を求める。分析対象とする教科書は平成
24年度版中学校英語教科書６種類の１，２，３年生用の合計18冊である。６種類の教
科書は，NEW HORIZON（以下 NH），NEW CROWN（NC），TOTAL ENGLISH
（TE），SUNSHINE（SS），ONE WORLD（OW），COLUMBUS21（C21）である。
教科書での生起を調べることにより，Research Questions ①を解明することがで










ルとして JEFLL Corpus の web 検索システム（小学館コーパスネットワーク）を
利用した。先ず，中学校１年生から３年生までの従属接続詞 if 節，when 節の全使
用例を抽出する。小学館コーパスネットワークでは，文頭，文末に分けての出現位
置を指定して調査することが可能だが，どちらかに指定してしまうと when が文中
で用いられているような場合（例　But, when I don’t have times, I don’t have 
breakfast.），抽出されない。そこで出現位置を指定せずに，各学年の使用例をすべ
て抽出し，その上で，従属節を前置する場合，後置する場合，その他として，どち
らにも該当しない場合（例 When I saw the dream.）の３種類に区別した。
６．結果と考察
　先ず，中学校英語教科書に生起する if 節の位置関係の頻度と割合を表１に示す。
　表１で示されているように，if 節の頻度は，最も少ない NC で11件，最も多い










NH NC TE SS OW C21 合計
前置 12（63.2％） 10（90.9％） 25（89.3％） 30（85.7％） 15（65.2％） 19（76.0％） 111（78.7％）
後置 7（36.8％） 1（9.1％） 3（10.7％） 5（14.3％） 8（34.8％） 5（20.0％） 29（20.6％）
その他 0（0％） 0（0％） 0（0％） 0（0％） 0（0％） 1（4.0％） 1（0.7％）
合計 19（100％） 11（100％） 28（100％） 35（100％） 23（100％） 25（100％） 141（100％）
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　表２で示されているように，when 節の頻度は，最も少ない NH で41件，最も多
い SS で72件となっており，合計すると340件となる。if 節の合計が141件であった
ことから，when 節の方が if 節よりも多く扱われていることがわかる。表２より
when 節は前置と後置する形が６社の合計値だけを見ると前置が170件，後置が169
件でほぼ均等となっている。この結果だけ見ると，山本（2011）が調べた平成18年




る傾向を示しており，NH や OW はその傾向を示していると言えるだろう。なお，
when 節が導入されるのは中学校２年生のすべての教科書からであった。




NH NC TE SS OW C21 合計
前置 12（29.3％） 36（55.4％） 29（49.2％） 44（61.1％） 23（44.2％） 26（51.0％） 170（50.0％）
後置 29（70.7％） 29（44.6％） 30（50.8％） 28（38.9％） 29（55.8％） 24（47.1％） 169（49.7％）
その他 0（0％） 0（0％） 0（0％） 0（0％） 0（0％） 1（1.9％） 1（0.3％）
合計 41（100％） 65（100％） 59（100％） 72（100％） 52（100％） 51（100％） 340（100％）
表３　中学校英語教科書に生起するwhen節内の事象の頻度
NH NC TE SS OW 　 C21 合計
前置
　先行事象 6 13 7 17 9 19 71
　同時事象 6 23 22 27 14 7 99
　後行事象 0 0 0 0 0 0 0
後置
　先行事象 11 6 6 11 5 5 44
　同時事象 18 23 24 17 24 19 125
　後行事象 0 0 0 0 0 0 0



























　ここまではインプットの観点から中学校英語教科書に生起する if 節及び when 節
についての結果を述べてきた。以下では，アウトプットの観点から，JEFLL 
Corpus に生起する if 節及び when 節についての結果を報告する。






NH NC TE SS OW 　 C21 合計
疑問文
　when 節前置 0 4 0 1 1 0 6
　when 節後置 4 3 6 11 4 8 36
命令文
　when 節前置 0 0 2 0 1 0 3

















表５　JEFLLCorpus に生起する if 節の頻度
表６　JEFLLCorpus に生起するwhen節の頻度
中学１年生 中学２年生 中学３年生
RF NF RF NF RF NF
前置 14 273.70 272 1702.81 361 3962.85
後置 5 97.75 29 181.54 28 307.36
その他 1 19.55 29 181.54 25 274.43
合計 20 391.01 330 2065.91 414 4544.66
中学１年生 中学２年生 中学３年生
RF NF RF NF RF NF
前置 8 156.40 240 1502.48 329 2793.67
後置 10 195.50 131 820.10 183 1553.92
その他 3 58.65 44 275.45 46 390.60
合計 21 410.57 415 2598.04 558 4738.21
　表６から，中学１年生では，when 節を前置する粗頻度が８件，後置する粗頻度
が10件で，後置がわずかながら多かったものの，中学２年生から中学３年生では，
when 節が RF，NF ともに前置される傾向が示されている。先行研究で広く一般的































中学１年生 中学２年生 中学３年生 合計
前置　
　先行事象 3 126 165 294
　同時事象 5 111 162 278
　後行事象 0 3 2 5
後置
　先行事象 6 61 63 130
　同時事象 4 68 110 182
　後行事象 0 2 10 12
合計 18 371 512 901
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７．まとめと今後の課題
　本研究の目的は，中学校の英語教科書における if 節及び when 節との前後関係に











　次に「②　JEFLL Corpus において，if 節，when 節の生起位置は一般的な傾向
に従っているか，それとも中学校英語教科書の影響を受けたものか，Kai（2000）
が指摘するように『従属節前置ストラテジー』を用いて前置する傾向を示すか」に





























　本研究のアウトプットの観点に関しては，JEFLL Corpus における中学生の if 節，
when 節の使い方に関する位置について考察してきた。今後の研究課題として，次





その他の従属節，例えば時を示す before 節，after 節，until 節など，あるいは譲歩
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